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研究成果の概要（和文）：本研究では、大学・大学院での研究から社会での実務に至るまで、そこで必要なライ
ティングを包括的に捉え、その教育について議論した。具体的には、言語表現の言い換えであるパラフレーズ、
論文スキーマ、文章評価ツールとアセスメント、コーパス、大学初年次教育、専門分野教員との連携、ライティ
ングを支援する大学院生の育成、社会人が必要なライティング活動等である。以上の考察の結果、大学教育と社
会で各々必要なライティング活動には、教育・支援すべき留意点に接点が多く、分野を超えた大学と社会をつな
ぐtransferable skillsの視点の有用性が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This research took a comprehensive view of the writing skills its subjects 
required from their time as undergraduate and graduate university students to their time in the 
workforce. Specifically,it includes paraphrasing in Japanese as a second language, schemata for 
academic writing, text evaluation tools and assessments, use of linguistic corpora, collaboration 
with academic field specialists, education of graduate students who can teach academic writing 
skills, and writing skills necessary in the workplace. A consideration of these skills clearly shows
 that language learning at university creates transferable skills beyond a particular academic 
field. It is therefore important to foster the many language skills that can be used both in the 
university and in the workplace.
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１．研究開始当初の背景 

 大学や大学院レベルの留学生に対する日

本語教育においては、昨今、ライティング教

育への関心が高まり、さまざまな学習活動の

考案や教材・学習材の開発、およびそれらに

関する調査研究が行われている。一方で、高

大接続や初年次教育、キャリア支援、ビジネ

スコミュニケーション教育といった、在学段

階や社会への橋渡しの観点も、当該教育に取

って重要なものとなりつつある。 
 
２．研究の目的 

 本研究は、現在、高等教育で一層重要性を

増している日本語によるライティング能力の

向上に資することを目指し、日本の大学に在

籍する留学生の学部・大学院の在学段階の違

いに着目した上で、社会人への橋渡しも視野

に入れた日本語ライティング教育を俯瞰し、

学部入学直後から大学院修了までの当該教育

の開発とその評価を行うことである。同時に、

社会における実務で必要なライティングやそ

の活動支援についても検討し、人材育成を行

う大学へのフィードバックを考察する。 

 

３．研究の方法 

(1)留学生や元留学生の社会人への調査 

学部と大学院での日本語によるライティン

グに関する調査、留学生や、元留学生のビジ

ネスパーソンや研究職に就く卒業生・修了生

等への種々の調査を実施した。 

(2)日本の大学における授業実践の分析 

大学における初年次教育としての、あるい

は学部・大学院レベルのライティングの授業

における学習者の意識や学習過程について分

析・考察し、かつ、関連のアンケート・イン

タビュー等の調査を行った。 

(3)海外の大学における協力者への調査 

海外の大学の教員等にインタビュー調査、

実験授業や学習者への意識調査を行った。ま

た、海外の大学における日本語ライティング

教育の事情について情報収集を行い、日本側の

大学の情報を提供する等、研究交流を進めた。 

 

４．研究成果 

 まず、本研究では、「ライティング」を「レ

ポートや論文、報告書等の一定量を伴う文章、

またプレゼンテーションのための視覚資料

の作成等、大学や社会の実務で求められる文

書の作成」（図書①）と定義した。その上で、

大学・大学院での教育研究から社会での実務

に至るまで、そこで必要なライティングを包

括的に捉え、その教育や研究についてさまざ

まな観点から取り上げて議論を行った。 

具体的には、言語表現の言い換えであるパ

ラフレーズ、学習者が涵養すべき論文や研究

に関する概念知識の総体である論文スキー

マ、文章評価ツールとしてのルーブリックと

アセスメント、コーパスの活用、大学初年次

教育、専門分野教員との連携によるライティ

ング教育、工学系学生が卒業後に社会で必要

とされるライティング、ライティングを支援

する大学院生向けライティング教育、社会で

必要なライティングとその支援等である。 

 以上の考察の結果を総合し、大学教育と社

会で求められるそれぞれのライティング活

動には、文章ジャンルの多様性はあっても、

教育・支援すべき留意点に接点が多く、専門

分野の違いや在学段階を越えた共通性があ

ることが明らかになった。これらの知見から、

在学段階を俯瞰し、大学と社会をつなぐ視点

の重要性を指摘した。 
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